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＜病棟連絡事項＞
・次回の原Ｄｒ診察は5/29の9：00
＜退院支援状況＞

・村山　和久様～6/06退院予定

・田村　義之様～5/16退院予定

・葛西　せつ様～退院を進めるようにとの事。迎えは息子様が来れなければ、本人の友人などでもＯＫ。

<患者様連絡事項＞

・東野　愛様～各食ロールパンになります。
・畑中　成夫様～女性スタッフに過度な接近や妄想様の発言があり、療養環境上の問題がある為、移動予定としています。東病棟の方には移動候補として伝えてあります。主治医診察時に確認必要。
・船田　泰子様～4/30～6/6の分、アセトアミノフェン錠５００ｍｇ「マルイシ」 3 錠

1日3回　毎食後　35日分処方。

ペロスピロン塩酸塩錠８ｍｇ「アメル」 1 錠  不穏時　20回分
・金山 辰己様～テルビナフィン塩酸塩クリーム１％「日医工」１０ｇ／本 1 本  
1日1回 患部に塗布

・佐々木　美恵子様～八戸赤十字病院産婦人科受診の為、娘様付き添いで外出しています。

　　　　　　　　　　
＜要注目患者様ケース検討＞
・市川　真紀子様～本日排便無く-3日目。ピコスルファートＮａの服用を促してください。
　　　　　　　　　殆どを自室で過ごされている。妄想言動や不調の訴えは聞かれない。
引き続き腹部症状の観察や妄想様の言動の有無、行動化などを観察していく。







・向井　敦子様～週末は妄想言動や表情の硬さやホールや廊下で周囲を見回す様子がみられる。本日は今朝は気分高揚さあるが、妄想やそれに伴う行動化は見られていない。他者とのトラブルに注意し、精神症状の観察を継続する。腹部症状の観察も継続。

・千葉　光広様～日中は不調の訴えなく自室で過ごす事多い。睡眠状況としては、不眠を訴え、ブロチゾラム(0.25）1T服用する事が続いている。

　　　　　　　　フラツキの有無、睡眠状況の観察を継続する。また、治験の管理、実施を含め適切に行えるよう支援していく。
・恵茂田 義春様～落ち着きのなさ、確認行為などがある。不安・不穏時のジアゼパム(5)1Tも引き続き見られている。睡眠は確保できている。衝動行為の可能性もある為、言動や行動の観察と周囲とトラブルにならないように援助していく。

・東野　愛様～昨日は対話時穏やかで奇声も聞かれない。嘔吐したと報告あり、「たまにあるんです」との事。不調の持続性なく、食事も摂取されている。本日は「きー」と言う様な奇声ある。本人は自分ではないと話し、同室者が部屋に入ってくると止めている事もある。他者との交流なく、孤立しがちの為、適宜声掛けをしながら、様子を観察していくようにする。

















